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第１章

令和２年中における自殺の概況

1



○令和２年の自殺者数は21,081人となり、対前年比912人（約4.5％）増。

○男女別にみると、男性は11年連続の減少、女性は２年ぶりの増加となっている。また、男性の自殺者数は、女性の約2.0倍となっ
ている。

（単位：人）

自殺者数の年次推移

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成
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総数及び男女別自殺死亡率の年次推移
○令和２年の自殺死亡率は16.7となっている。

○男女別にみると、女性は10.9で1.5ポイントの上昇となっている。また、男性は、女性の約2.1倍となっている。

資料：警察庁自殺統計原票データ、総務省「国勢調査」及び「人口推計」より厚生労働省作成

注）「自殺死亡率」とは、人口10万人当たりの自殺者数をいう。
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月別自殺者数の推移
○令和２年は、10月が最も多く、２月が最も少ない。

○令和２年は、２～６月で前年を下回り、１月、７～12月で前年を上回った。

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成4

（単位：人）

1686

1464

1758

1507

1591
1572

1865
1931 1889

2230

1893

16951684

1615

1856

1814
1853

1640

1793

1603
1662

1539

1616

1494

1641

1599

2005

1825
1863

1740

1725

1708
1728

1793

1623
1590

1815

1646

1915
1940 2024

1869

1837 1852
1821

1642

1565

1395

1851

1729

2113

1880

2065

1862 1862

1701

1765

1820

1683

1566

2057

1771

2301

2094

2244

2018
2068

1901 1882

2016

1887

1786

1200

1400

1600

1800

2000

2200

2400

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

自
殺
者
数

令和２年 平成31年・令和元年 平成30年 平成29年 平成28年 平成27年



年齢階級別自殺者数の年次推移

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

○令和２年は元年と比較して、50歳代及び60歳代以外の各年齢階級で増加した。

○令和２年は元年と比較して、60歳代が最も大きく減少し、107人の減少となる一方、20歳代が最も大きく増加し、404人の増加と
なった。

（単位：人）
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○令和２年は元年と比較して、50歳代及び60歳代以外の各年齢階級で上昇した。

○令和２年は元年と比較して、20歳代及び10歳代で大きく上昇し、それぞれ3.0、1.1ポイントの上昇となった。

年齢階級別自殺死亡率の年次推移

資料：警察庁自殺統計原票データ、総務省「人口推計」及び「国勢調査」より厚生労働省作成6
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○令和２年は元年と比較して、自営業・家族従業者が最も大きく減少し、144人の減少となる一方、被雇用者・勤め人が最も大きく
増加し、540人の増加となった。

職業別自殺者数の年次推移

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

（単位：人）
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自殺の原因・背景について
自殺の多くは多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、様々な要因が連鎖する中で起きている。
（「経済・生活問題」や「家庭問題」等、他の問題が深刻化する中で、これらと連鎖して、うつ病等の「健康問題」が生ずる等）

健康問題

（出典）警察庁自殺統計原票より厚生労働省作成
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○自殺の多くは多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、様々な要因が連鎖する中で起きている。

○令和２年は元年と比較して、経済・生活問題が最も大きく減少し、179人の減少となる一方、健康問題が最も大きく増加し、334人
の増加となった。

自殺の原因・動機別自殺者数の年次推移

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

（単位：人）
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令和元年及び令和２年における都道府県別の年間自殺者数

資料：警察庁自殺統計原票データより厚生労働省作成

○令和２年は令和元年と比較して、14道県で減少、31都府県で増加、２県で増減なしとなった。

○増加幅が最も大きかったのは神奈川県で193人、次いで大阪府で178人、東京都で124人となった。

（単位：人）
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注：本統計は、自殺の発生地における計上であり、自殺者の居住地とは異なる。



令和元年及び令和２年における都道府県別の年間自殺死亡率

資料：警察庁自殺統計原票データ及び総務省「人口推計（令和元年10月１日現在）」（令和２年４月14日公表）より厚生労働省作成

○令和２年は令和元年と比較して、14道県で低下、31都府県で上昇、２県で変わらずとなった。

○自殺死亡率が最も低かったのは京都府で13.7、次いで神奈川県で13.8、岡山県で14.1の順となった。
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注：本統計は、自殺の発生地における計上であり、自殺者の居住地とは異なる。



東日本大震災に関連する自殺者数
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（補表）

資料：総務省「人口推計」及び「国勢調査」より厚生労働省作成13

（単位：千人）
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